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は
じ
め
に
　
江
戸
中
期
、
福
島
の
豪
農
で
あ
っ
た
熊
阪
台
州
が
編
纂
し
た
『
永
慕
編
』（
天
明
八
〈
一
七
八
八
〉
年
刊
）
は
、父
覇
陵
を
追
慕
す
る
た
め
に
綴
っ
た
詩
文
集
で
あ
る
。
天
明
七
年
七
月
の
台
州
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
諸
氏
に
対
し
、
熊
阪
家
三
代
が
地
元
の
名
勝
地
を
詠
じ
た
「
二
十
境
図
并
詩
」
に
寄
せ
る
詩
を
求
め
、「
雄
篇
大
作
」
を
成
そ
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。
本
書
の
諸
本
に
つ
い
て
、
小
林
敬
一
氏
の
調
査
に
よ
り
、①
舟
木
嘉
助
版
本
（
天
明
八
年
版
）、②
伏
黒
本
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
版
）、
③
前
川
求
版
本
（
寛
政
十
三
年
版
）
の
三
本
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（1
（
。
天
明
八
年
に
藻
雅
堂
・
須
原
屋
（
舟
木
）
嘉
助
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
版
に
は
、
各
地
の
す
ぐ
れ
た
詩
文
を
得
て
中
下
巻
を
為
し
「
雄
篇
大
作
」
と
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め「
庚
戌（
寛
政
二
年
）」ま
で
に
詩
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
綴
っ
た
台
州
の「
再
識
」（
天
明
八
年
正
月
二
日
）
と
と
も
に
、
詩
文
の
送
付
先
や
送
付
方
法
を
事
細
か
に
指
示
す
る
、
藻
雅
堂　
須
原
屋
嘉
助
の
「
口
上
」
を
載
せ
る（（
（
。
し
か
し
、
台
州
が
熊
阪
台
州
編
『
永
慕
編
』
と
『
永
慕
後
編
』　
─「
二
十
境
詩
」
の
比
較
を
中
心
に
─
壬
生
里
巳
期
待
す
る
ほ
ど
詩
は
集
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
寛
政
二
、三
年
と
二
度
に
渡
り
息
子
盤
谷
を
江
戸
へ
遣
わ
し
、諸
氏
と
面
会
し
詩
文
を
集
め
る
活
動
が
行
わ
れ
た
（『
戍
亥
遊
囊
』）。
そ
の
時
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
徳
田
武
氏
が
「『
吾
妻
鏡
補
』
と
熊
阪
台
州
・
盤
谷
」
の
中
で
詳
細
に
考
証
し
て
い
る（（
（
。
ま
た
①
天
明
八
年
版
で
は
、
台
州
の
門
人
と
お
ぼ
し
き
周
俊
・
叔
翰
に
よ
る
「
二
十
境
図
」
を
、
②
寛
政
四
年
版
の
伏
黒
本
で
は
、
中
国
画
か
ら
真
景
図
の
技
法
を
学
ん
で
い
た
谷
文
晁
の
図
に
差
し
替
え
た
こ
と
で
、
二
十
境
図
の
あ
り
よ
う
は
読
者
に
よ
り
明
確
に
伝
わ
る
も
の
と
な
っ
た（（
（
。
そ
れ
で
も
、
詩
の
集
ま
り
は
芳
し
く
な
く
、
盤
谷
は
寛
政
十
二
年
に
も
江
戸
に
赴
い
て
い
る
（『
南
遊
稛
載
録
』）。
翌
十
三
年
に
よ
う
や
く
崇
文
堂
・
前
川
六
左
衛
門
よ
り
『
永
慕
編
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
③
で
あ
る
。
こ
の
奥
付
に
は
「
永
慕
後
編
上
下
二
巻
嗣
出
」
と
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、熊
阪
家
が
命
名
し
た
「
二
十
境
（
高
子
二
十
境
と
も
呼
ば
れ
る
）」
は
、
幕
末
に
は
す
で
に
廃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
近
年
、
郷
土
の
名
所
化
の
試
み
と
し
て
地
元
福
島
に
お
い
て
「
二
十
境
」
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、再
発
見
さ
れ
た
「
二
十
境
」
（
の
景
観
を
ど
の
よ
う
に
保
全
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
活
動
も
始
ま
っ
て
い
る（（
（
。
特
に
、
小
林
敬
一
氏
の
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
江
戸
末
期
に
す
で
に
廃
さ
れ
た
二
十
境
の
場
所
が
推
定
さ
れ（（
（
、「
二
十
境
図
」
の
二
種
類
の
挿
絵
の
構
図
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と（（
（
は
、「
二
十
境
詩
」
の
描
く
情
景
を
理
解
の
う
え
で
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
『
永
慕
編
』
所
収
の
「
二
十
境
詩
」
の
読
解
は
、
郷
土
史
研
究
家
ら
を
含
め
、
早
く
か
ら
着
手
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
全
国
の
諸
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
二
十
境
詩
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
現
地
に
赴
く
こ
と
な
く
、
熊
阪
家
三
代
の
詩
と
挿
絵
だ
け
で
二
十
境
に
思
い
を
馳
せ
、
詩
作
し
て
い
る
。
台
州
は
、
全
国
の
諸
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
に
よ
っ
て
『
永
慕
編
』
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
図
を
汲
む
な
ら
ば
、
彼
ら
が
描
く
「
二
十
境
」
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
二
十
境
」
の
中
か
ら
「
龍
脊
巌
」「
将
帰
阪
」
を
例
に
、
熊
阪
家
三
代
の
詩
と
諸
氏
の
詩
を
比
較
し
、
二
十
境
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
　
　
　
一
　
熊
阪
家
三
代
が
描
く
「
二
十
境
詩
」
の
世
界
　
「
二
十
境
」
と
は
、
台
州
の
父
・
覇
陵
が
盛
唐
の
詩
人
王
維
の
「
輞
川
荘
二
十
景
」
に
倣
っ
て
、
居
所
奥
州
伊
達
郡
高
子
村
（
現
在
の
福
島
県
伊
達
市
保
原
町
）
の
景
勝
地
を
選
び
、
次
の
よ
う
に
命
名
し
た
場
所
で
あ
る（（
（
。
　
　

丹
露
盤
、
玉
兎
巌
、
長
嘯
嶺
、
龍
脊
巌
、
採
芝
崖
、
帰
雲
窟
、
将
帰
阪
、
貍
首
岡
、
隠
泉
、
高
子
陂
、
不
羈
坳
、
拾
翠
崖
、
返
照
原
、
走
馬
嶺
、
白
鷺
嶺
、
雩
山
、
禹
父
山
、
愚
公
谷
、
白
雲
洞
、
古
樵
丘
台
州
は
「
永
慕
編
序
」（
天
明
七
年
七
月
）
の
中
で
も
「
今
に
し
て
之
（
引
用
者
注
・
覇
陵
の
「
二
十
境
詩
」）
を
誦
す
れ
ば
、調
、盛
唐
に
純
な
ら
ず
と
雖
も
、平
淡
閑
雅
、
亦
以
て
摩
詰
（
引
用
者
注
・
王
維
）
輞
川
之
什
に
比
す
る
な
り
（
原
漢
文
。
以
下
、
同
じ
）」
と
記
し
、
純
粋
な
盛
唐
詩
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
平
淡
閑
雅
な
詩
風
は
王
維
の
輞
川
の
詩
歌
に
並
ぶ
も
の
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
　
ち
な
み
に
、
熊
阪
家
三
代
と
は
、
覇
陵
・
台
州
・
盤
谷
の
こ
と
で
あ
る
。
熊
阪
家
三
代
の
詩
の
成
立
に
つ
い
て
、
台
州
は
、
あ
る
時
、
父
の
詩
に
和
す
よ
う
に
言
わ
れ
、
作
詩
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
台
州
「
先
考
覇
陵
山
人
行
状
」『
永
慕
編
』
所
収
）。
覇
陵
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、
台
州
が
二
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
し
か
し
、「
白
雲
洞
」
の
一
節
に
「
余
将
に
老
い
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
の
よ
う
に
、
老
年
期
の
感
慨
を
吐
露
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
詩
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
永
慕
編
』
刊
行
ま
で
に
何
度
も
推
敲
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る（（
（
。
ま
た
覇
陵
没
後
に
生
ま
れ
た
盤
谷
は
、
父
か
ら
祖
父
の
偉
業
を
聞
か
さ
れ
、『
永
慕
編
』
を
清
書
す
る
際
、
二
代
の
詩
に
さ
ら
に
自
身
の
詩
を
加
え
た
（
天
明
八
年
正
月
二
日
台
州
「
再
識
」）
と
い
う
が
、
二
十
歳
前
後
の
若
者
が
、
自
分
の
判
断
で
祖
父
や
父
の
詩
に
和
し
た
と
い
う
の
は
考
え
に
く
く
、
台
州
の
勧
め
で
詩
を
賦
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
熊
阪
家
三
代
の
詩
が
そ
ろ
っ
た
わ
け
だ
が
、「
二
十
境
詩
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
「
龍
脊
巌
」
を
取
り
上
げ
る（（1
（
。
こ
の
場
所
に
つ
い
て
、
台
州
は
「
嶺
（
注
・
長
嘯
嶺
）
の
西
、
纔
か
に
巌
の
懸
崖
に
属
け
る
、
蜿
蜒
と
し
て
飛
龍
の
背
の
如
き
者
を
、
龍
脊
巌
と
為
す
」（「
二
十
境
記
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
二
十
境
の
一
つ
で
あ
る
長
嘯
嶺
の
西
側
、
細
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
、
尾
根
伝
い
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
周
俊
・
叔
翰
図
、
文
晁
図
と
も
に
う
か
が
え
る
。
覇
陵
　
　
峻
巌
不
可
行　
　
峻
巌　
行
く
べ
か
ら
ず
　
　
如
立
飛
龍
脊　
　
飛
龍
の
脊
に
立
つ
が
如
し
（
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欲
踏
浮
雲
進　
　
浮
雲
を
踏
み
て
進
ま
ん
と
欲
す
れ
ば
　
　
天
風
生
両
腋　
　
天
風　
両
腋
に
生
ず
台
州
　
　
独
歩
峻
巌
巓　
　
独
歩
す　
峻
巌
の
巓
　
　
孤
筇
凌
紫
煙　
　
孤
筇　
紫
煙
を
凌
ぐ
　
　
忽
疑
立
龍
脊　
　
忽
ち
疑
ふ　
龍
脊
に
立
つ
か
と
　
　
却
憶
葛
陂
仙　
　
却
つ
て
憶
ふ　
葛
陂
の
仙
盤
谷
　
　
独
坐
龍
巌
上　
　
独
坐
す　
龍
巌
の
上
　
　
欲
学
駕
龍
人　
　
駕
龍
の
人
を
学
ば
ん
と
欲
す
　
　
翠
標
如
出
脊　
　
翠
標　
脊
を
出
す
が
如
く
　
　
青
苔
似
振
鱗　
　
青
苔　
鱗
を
振
ふ
に
似
た
り
　
ま
ず
覇
陵
詩
の
起
句
「
峻
巌
」
は
険
し
い
岩
山
を
指
す
。
険
し
い
岩
山
を
登
っ
て
い
く
と
、
ま
る
で
空
を
飛
ぶ
龍
の
背
中
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
と
い
う
壮
大
な
見
立
て
で
始
ま
り
、
思
考
の
上
で
は
神
仏
世
界
の
住
人
と
な
っ
て
駆
け
回
る
姿
が
描
か
れ
る
。
　
こ
れ
を
受
け
た
台
州
は
、
葛
洪
『
神
仙
伝
』
に
登
場
す
る
費
長
房
の
故
事
を
使
っ
て
覇
陵
の
詩
の
世
界
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
と
す
る
。
費
長
房
が
仙
翁
の
壺
公
か
ら
も
ら
っ
た
一
本
の
杖
を
葛
陂
に
投
じ
る
と
、
龍
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
岩
山
も
登
っ
て
い
く
と
、
自
分
も
費
長
房
の
よ
う
に
わ
ず
か
一
本
の
杖
で
、
紫
色
の
雲
を
掻
き
分
け
、空
高
く
飛
ぶ
龍
の
背
中
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
応
じ
る
。
ち
な
み
に
、
「
紫
煙
」
は
、
郭
璞
「
遊
仙
詩
」
其
三
に
「
赤
松
は
上
遊
に
臨
み
、
鴻
に
駕
し
紫
煙
に
乗
る
」
な
ど
と
神
仙
世
界
を
想
起
さ
せ
る
語
で
あ
る
。
　
続
く
盤
谷
は
、「
で
は
、
私
は
仙
人
か
ら
学
ぼ
う
で
は
な
い
か
。
ち
ょ
う
ど
こ
こ
は
龍
の
背
中
な
の
だ
か
ら
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
転
句
の
「
翠
標
」
は
、
生
い
茂
る
緑
の
木
々
を
指
す
。
小
林
氏
は
、
後
半
の
「
翠
標
」「
青
苔
」
は
現
実
世
界
の
描
写
で
あ
る
と
し
、「
前
半
で
は
仙
人
に
な
り
た
い
と
言
い
な
が
ら
、
や
は
り
仙
人
気
分
に
な
り
き
れ
な
い
盤
谷
の
さ
め
た
ま
な
ざ
し
と
、
覇
陵
、
台
州
と
の
世
代
的
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
る
」
と
解
釈
す
る（（（
（
。
し
か
し
、
盤
谷
が
こ
の
場
所
の
自
然
が
い
か
に
龍
の
背
鰭
や
鱗
の
よ
う
に
見
え
る
か
と
説
い
た
こ
と
は
、
龍
の
背
中
に
い
る
と
い
う
見
立
て
を
補
強
す
る
効
果
が
あ
り
、
こ
こ
も
覇
陵
・
台
州
と
同
じ
く
神
仏
世
界
に
遊
ぶ
詩
と
と
ら
え
た
い
。
　
熊
阪
家
三
代
の
描
く
「
龍
脊
巌
」
は
、
実
際
の
風
景
と
い
う
よ
り
も
中
国
古
典
を
踏
ま
え
た
空
想
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
覇
陵
の
「
飛
龍
の
脊
に
立
つ
が
如
し
」
と
い
う
見
立
て
を
共
有
し
、
そ
こ
か
ら
台
州
は
費
長
房
の
故
事
を
引
い
て
神
仙
世
界
へ
と
導
き
、盤
谷
は
い
か
に
こ
の
土
地
が
龍
の
背
中
に
見
え
る
か
を
描
写
す
る
。
こ
の
よ
う
に
覇
陵
の
詩
の
見
出
し
た
世
界
を
台
州
・
盤
谷
が
そ
れ
ぞ
れ
補
完
す
る
形
で
成
立
し
て
い
る（（1
（
。
　
続
い
て
、
も
う
一
首
「
将
帰
阪
」
を
見
て
み
よ
う
。「
二
十
境
詩
」
の
題
注
に
よ
れ
ば
、
覇
陵
が
訪
ね
て
来
た
客
を
見
送
っ
た
り
、
葬
列
を
送
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
二
十
境
の
一
つ
で
あ
る
帰
雲
窟
の
西
に
位
置
す
る
林
の
中
を
通
り
、
熊
阪
家
の
墓
地
の
す
ぐ
南
西
を
箱
崎
へ
抜
け
る
小
道
で
、
明
治
以
降
の
資
料
で
は
赤
坂
と
記
す（（1
（
。
覇
陵
　
　
独
往
将
帰
阪　
　
独
往
す　
将
帰
阪
　
　
斜
陽
射
乱
山　
　
斜
陽　
乱
山
を
射
る
　
　
村
童
沽
酒
去　
　
村
童　
酒
を
沽
ひ
去
り
　
　
野
老
荷
鍬
還　
　
野
老　
鍬
を
荷
ひ
て
還
る
（
台
州
　
　
相
送
将
帰
阪　
　
相
い
送
る　
将
帰
阪
　
　
況
逢
揺
落
時　
　
況
ん
や　
揺
落
の
時
に
逢
ふ
を
や
　
　
未
擬
江
淹
賦　
　
未
だ
江
淹
が
賦
に
擬
せ
ず
　
　
先
成
宋
玉
悲　
　
先
づ
宋
玉
が
悲
し
み
を
成
す
盤
谷
　
　
林
下
独
徘
徊　
　
林
下　
独
り
徘
徊
す
れ
ば
　
　
清
風
已
向
晩　
　
清
風　
已
に
晩
に
向
か
は
ん
と
す
　
　
鳥
還
欲
落
巣　
　
鳥
は
還
る　
巣
に
落
ち
ん
と
欲
し
　
　
人
行
将
帰
阪　
　
人
は
行
く　
将
帰
阪
　
覇
陵
の
詩
の
起
句
「
独
往
」
は
唯
一
人
で
行
く
、
と
い
う
意
味
。
裴
迪
「
鹿
柴
」
に
「
日
夕　
寒
山
を
見
て
は
／
便
ち
独
往
の
客
と
為
る
」（『
輞
川
集
』）
と
あ
る
。
夕
方
、覇
陵
が
客
を
見
送
っ
た
帰
り
で
あ
ろ
う
か
、一
人
帰
る
彼
の
傍
を
、酒
を
買
っ
た
村
の
子
供
、鍬
を
担
い
だ
農
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
帰
っ
て
行
く
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
「
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
阪
」
と
い
う
地
名
に
因
ん
だ
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
　
続
く
台
州
の
詩
の
承
句
「
揺
落
」
は
、秋
、草
木
が
枯
れ
て
葉
が
落
ち
る
こ
と
。「
蕭
瑟
た
り　
草
木
揺
落
し
て
変
衰
す
」（『
楚
辞
』「
九
弁
」）
と
あ
る
。
転
句
「
江
淹
が
賦
」
は
、江
淹
の
「
別
賦
」（『
文
選
』）、結
句
「
宋
玉
が
悲
し
み
」
は
、宋
玉
の
「
九
弁
」
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、友
と
の
別
れ
を
、秋
と
い
う
季
節
の
持
つ
寂
寥
感
に
よ
っ
て
、
一
層
辛
い
も
の
だ
と
述
べ
た
う
え
で
、
江
淹
の
「
別
賦
」
の
よ
う
に
は
詠
め
な
い
が
、
行
く
秋
を
惜
し
ん
だ
宋
玉
の
「
九
弁
」
の
よ
う
な
悲
し
み
を
表
現
し
よ
う
と
い
う
。
　
と
こ
ろ
で
、「
九
弁
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
　
　
非
哉
秋
之
為
気
成　
　
　
　
　
　
悲
し
い
か
な　
秋
の
気
為
る
や
　
　
蕭
瑟
兮　
草
木
揺
落
而
変
衰　
　
蕭
瑟
た
り　
草
木
揺
落
し
て
変
衰
す
　
　
憭
慄
兮　
若
在
遠
行　
　
　
　
　
憭
慄
た
り　
遠
行
に
在
り
て
　
　
登
山
臨
水
兮　
送
将
帰　
　
　
　

山
に
登
り
水
に
臨
み　
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
を
送
る
が
若
し
「
九
弁
」
は
、行
く
秋
の
悲
し
さ
か
ら
見
知
ら
ぬ
土
地
に
放
逐
さ
れ
た
屈
原
が
味
わ
っ
た
や
る
せ
な
い
気
持
ち
を
表
現
し
た
賦
で
あ
る
。
台
州
は
鄙
の
地
で
一
生
を
終
え
た
父
と
そ
の
地
に
留
ま
る
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、「
九
弁
」
の
詩
情
へ
の
共
感
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
地
名
が
「
山
に
登
り
水
に
臨
み　
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
を
送
る
が
若
し
」
に
由
来
し
た
こ
と
を
示
す
役
割
も
あ
っ
た
か
。
　
一
方
、
盤
谷
の
詩
は
、
覇
陵
詩
と
内
容
的
に
対
に
な
る
よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
で
き
る
。
起
句
は
た
だ
一
人
で
歩
い
て
い
る
と
い
う
状
況
、
承
句
は
日
が
暮
れ
て
い
く
情
景
、
転
・
結
句
の
「
将
に
帰
ら
ん
と
す
」
る
対
象
に
焦
点
を
当
て
る
。
た
だ
、
覇
陵
が
集
落
を
舞
台
に
し
た
の
に
対
し
、
盤
谷
は
遠
い
林
の
中
へ
場
面
を
移
し
、
目
の
前
で
巣
に
帰
ろ
う
と
す
る
鳥
と
、
遠
く
離
れ
た
将
帰
阪
で
人
々
が
帰
っ
て
い
く
と
い
う
遠
近
の
景
色
を
対
比
さ
せ
た
こ
と
で
、
詩
に
絵
画
的
な
広
が
り
を
持
た
せ
て
い
る
。
　
「
将
帰
阪
」
の
詩
で
は
、
地
名
に
ち
な
み
「
将
に
帰
ら
ん
と
す
」
る
行
為
を
い
か
に
描
き
出
す
か
と
い
う
点
に
重
き
が
置
か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
三
代
の
詩
に
一
貫
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
た
だ
、
覇
陵
と
盤
谷
が
田
園
風
景
を
描
く
の
に
対
し
、
台
州
は
中
国
の
古
典
の
指
摘
に
留
ま
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
詩
を
暗
示
さ
せ
た
点
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
　
以
上
、「
龍
脊
巌
」「
将
帰
阪
」
の
二
詩
で
は
、
台
州
や
盤
谷
は
、
覇
陵
が
見
出
し
た
詩
の
世
界
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
な
視
点
や
発
想
で
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
描
い
て
（
熊阪台州編『永慕編』と『永慕後編』　─「二十境詩」の比較を中心に─
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
、「
将
帰
阪
」
に
お
け
る
覇
陵
と
盤
谷
は
、
実
景
を
思
わ
せ
る
詠
み
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
熊
阪
家
の
詩
は
概
ね
観
念
的
な
世
界
を
描
く
こ
と
が
多
く
、
特
に
台
州
は
、
中
国
古
典
を
自
家
薬
籠
中
の
物
と
し
て
自
由
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
、
熊
阪
家
、
特
に
台
州
が
若
い
頃
よ
り
信
奉
し
て
い
る
、
古
文
辞
学
派
の
詩
風
の
影
響
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
盛
唐
の
雄
大
華
麗
な
詩
風
を
重
ん
じ
、
日
常
生
活
の
中
で
抑
圧
さ
れ
た
自
己
を
中
国
の
漢
詩
文
の
表
現
を
用
い
て
解
放
す
る
と
い
う
行
為
は
、
郷
里
福
島
に
留
ま
り
続
け
た
台
州
に
と
っ
て
慰
め
と
な
り
、
そ
の
詩
風
は
生
涯
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
二
　
諸
国
の
諸
氏
の
描
く
「
二
十
境
」
　
台
州
の
求
め
に
応
じ
た
、諸
国
の
諸
氏
が
詠
じ
た
「
二
十
境
詩
」
は
、『
永
慕
後
編
』
上
巻
（
享
和
四
〈
一
八
〇
四
〉
年
刊
）
に
ま
と
め
ら
れ
出
版
さ
れ
た
。
諸
氏
の
一
覧
は
、
巻
頭
の
「
永
慕
後
編
詩
人
姓
氏
爵
里
」
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
橋
公
、
西
洞
院
公
、
綾
小
路
公
ら
公
卿
を
は
じ
め
、
忍
藩
・
阿
部
正
識
、
伊
勢
長
島
藩
・
増
山
正
賢
と
い
っ
た
大
名
、
赤
松
滄
州
、
山
根
泰
徳
ら
儒
官
、
台
州
の
旧
友
・
大
田
南
畝
と
そ
の
門
人
た
ち
、
総
勢
六
十
七
名
に
及
ぶ
。
　
こ
こ
で
は
、先
に
取
り
上
げ
た「
龍
脊
巌
」「
将
帰
阪
」が
ど
の
よ
う
に
諸
氏
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
の
か
を
見
て
い
く
。
　
「
龍
脊
巌
」
は
、
覇
陵
詩
に
お
け
る
「
飛
龍
の
脊
に
立
つ
が
如
し
」
と
い
う
世
界
を
踏
襲
す
る
形
で
、
諸
氏
た
ち
も
「
在
天　
飛
龍
の
脊
」（
錦
水
公
子
）、「
借
問
す　
此
の
龍
脊
／
飛
龍
駕
す
こ
と
を
得
る
や
ざ
ん
や
」（
山
根
泰
徳
）、「
宛
と
し
て
飛
龍
に
駕
す
る
に
似
た
り
」（
中
島
雪
楼
）
と
、
地
名
に
ち
な
ん
だ
表
現
が
頻
出
す
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
描
く
詩
も
あ
る
。
　
　
孤
巌
数
十
丈　
　
孤
巌　
数
十
丈
　
　
欲
進
倚
孤
筇　
　
進
ま
ん
と
欲
し
て　
孤
筇
に
倚
る
　
　
決
策
登
危
脊　
　
策
を
決
し
て　
危
脊
に
登
れ
ば
　
　
恍
惚
似
乗
龍　
　
恍
惚
と
し
て　
龍
に
乗
ず
る
に
似
た
り
（
松
崎
蘭
畹
「
寄
題
海
左
園
二
十
境
并
引
／
龍
脊
巌
」）
　
　
巌
似
驪
龍
睡　
　
巌
は　
驪
龍
の
睡
る
に
似
た
り
　
　
峻
嶒
半
露
脊　
　
峻
嶒
と
し
て
半
ば
脊
を
露
は
す
　
　
欲
探
頷
下
珠　
　
頷
下
の
珠
を
探
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
　
　
鬐
鬣
拂
人
腋　
　
鬐
鬣　
人
腋
を
払
ふ
（
金
谷
玉
川
「
牛
門
小
集
分
賦
海
左
園
二
十
境
用
覇
陵
翁
韻
／
龍
脊
巌
」）
　
一
首
目
の
松
崎
蘭
畹
（
名
は
章
、
字
は
子
賚
）
は
薩
摩
藩
の
臣
で
、
僻
地
に
あ
っ
て
交
わ
り
が
少
な
か
っ
た
た
め
寛
政
二
年
の
締
切
を
見
過
ご
し
て
い
た
が
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
初
め
て
『
永
慕
編
』
を
読
み
、
感
激
の
あ
ま
り
二
十
首
を
詠
じ
た
と
い
う
（「
寄
題
海
左
園
二
十
境
并
引
」）。
一
つ
の
岩
が
数
十
丈
も
あ
る
道
を
、
杖
を
頼
り
に
険
し
い
山
道
を
進
ん
で
い
け
ば
、
気
が
つ
く
と
、
龍
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
。
転
句
「
危
脊
」
は
危
険
な
高
い
山
の
嶺
の
こ
と
。
　
二
首
目
の
金
谷
玉
川
は
、
紀
伊
和
歌
山
藩
に
仕
え
た
儒
者
で
、
台
州
と
同
じ
く
松
崎
観
海
に
学
ん
だ
人
で
あ
る
。
寛
政
二
年
に
、
大
田
南
畝
ら
と
と
も
に
覇
陵
の
韻
を
用
い
て
「
二
十
境
」
詩
を
詠
じ
た
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。
起
句
の
「
驪
龍
」
と
は
黒
龍
の
こ
と
。
承
句
「
峻
嶒
」
は
、高
く
険
し
い
山
々
が
連
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
表
す
。
転
句
は
、
龍
の
あ
ご
に
あ
る
と
い
う
珠
を
探
る
た
め
に
は
危
険
が
伴
う
と
い
う
故
事
（『
荘
子
』
列
禦
寇
篇
）
を
踏
ま
え
る
。
結
句
「
鬐
鬣
」
は
、せ
び
れ
の
意
。
岩
を
眠
っ
て
い
る
龍
、
そ
の
背
中
に
見
立
て
、
龍
の
あ
ご
に
あ
る
玉
を
手
に
入
れ
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
場
所
が
い
か
に
危
険
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
（
　
以
上
の
よ
う
に
諸
氏
が
詠
ん
だ
「
龍
脊
巌
」
詩
で
は
、
覇
陵
の
〈
仙
人
の
よ
う
に
龍
の
背
中
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
だ
〉
と
い
う
詩
の
世
界
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
龍
の
背
中
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
危
険
で
あ
る
か
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、「
危
脊
」（
松
崎
蘭
畹
）、「
峻
嶒
」（
金
谷
玉
川
）、「
巌
高
し
て
何
ぞ
峻
絶
た
る
」（
有
馬
白
嶼
）、「
危
巌
攀
づ
べ
か
ら
ず
」（
樺
島
公
礼
）
と
描
写
す
る
。
地
名
ゆ
え
に
描
か
れ
る
情
景
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
い
か
に
こ
の
場
所
が
龍
の
背
中
に
似
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
故
事
を
転
用
す
る
か
が
、
詩
人
た
ち
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
続
い
て
、「
将
帰
阪
」
を
見
て
い
く
。「
将
に
帰
ら
ん
と
す
」
と
い
う
情
景
は
、
諸
氏
た
ち
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
山
翁
採
薪
罷　
　
山
翁　
薪
を
採
り
罷
め
て
　
　
峻
阪
独
将
帰　
　
峻
阪　
独
り
将
に
帰
ら
ん
と
す
　
　
帰
路
秋
天
暮　
　
帰
路　
秋
天
暮
る
　
　
月
光
射
短
衣　
　
月
光　
短
衣
を
射
る　
（
唐
橋
公
・
菅
原
在
経
「
寄
題
海
左
園
二
十
境
分
題
／
将
帰
阪
」）
　
　
山
屋
隔
塵
世　
　
山
屋　
塵
世
を
隔
つ
　
　
羊
腸
自
嶮
巇　
　
羊
腸
自
ら
嶮
巇
　
　
奚
疑
帰
路
速　
　
奚
ぞ
疑
は
ん　
帰
路
の
速
か
る
こ
と
を
　
　
不
似
去
時
遅　
　
去
時
の
遅
き
に
似
ず
（
山
根
泰
徳
「
寄
題
海
左
園
二
十
境
／
将
帰
阪
」）
　
　
将
帰
峻
阪
遥　
　
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
に
峻
阪
遥
か
な
り
　
　
独
往
避
喧
囂　
　
独
往　
喧
囂
を
避
く
　
　
不
擬
窮
途
哭　
　
窮
途
の
哭
に
擬
せ
ず
　
　
高
歌
伴
采
樵　
　
高
歌
し
て
采
樵
を
伴
ふ
（
古
山
政
礼
「
寄
題
海
左
園
二
十
境
分
題
／
将
帰
阪
」）
　
一
首
目
の
唐
澤
公
と
は
、「
永
慕
後
編
詩
人
姓
氏
爵
里
」
に
よ
れ
ば
「
従
四
位
上
侍
従
菅
原
在
経
」と
あ
る
。
日
暮
れ
に
農
夫
が
帰
っ
て
い
く
場
面
で
あ
る
。
承
句「
峻
阪
」
は
険
し
い
坂
道
の
こ
と
。
転
句
「
秋
天
」
は
、
台
州
詩
の
「
況
ん
や　
揺
落
の
時
に
逢
ふ
を
や
」
と
い
う
秋
と
い
う
設
定
を
踏
ま
え
る
。
結
句
「
月
光　
短
衣
を
射
る
」
は
、
覇
陵
詩
の
承
句
「
斜
陽　
乱
山
を
射
る
」
と
夕
方
の
場
面
を
夜
へ
と
移
行
さ
せ
て
い
る
。
　
二
首
目
の
山
根
泰
徳
は
、
長
門
萩
藩
の
儒
者
。
起
句
「
山
屋
」
は
、
山
の
中
に
あ
る
家
の
こ
と
。「
塵
世
」
は
、
穢
れ
た
世
の
中
。
隠
者
の
よ
う
に
世
俗
か
ら
切
り
離
し
た
場
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
承
句「
羊
腸
」は
曲
が
り
く
ね
っ
た
も
の
を
表
す
。「
嶮
巇
」
は
危
な
く
て
険
し
い
さ
ま
。
転
句
で
「
帰
路
の
速
か
る
を
」
と
の
関
連
か
ら
、
結
句
「
去
時
の
遅
き
に
似
ず
」
と
は
、
往
路
は
上
り
坂
の
た
め
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
　
三
首
目
の
古
山
政
礼
は
、「
永
慕
後
編
詩
人
姓
氏
爵
里
」
に
「
字
子
文
、東
都
士
人
」
と
あ
る
。
承
句
「
独
往
」
は
、覇
陵
詩
の
初
句
に
も
「
独
往
す　
将
帰
阪
」
と
あ
る
。
「
喧
囂
」
は
、
か
ま
び
す
し
い
さ
ま
。
転
句
「
窮
途
の
哭
」
は
、『
晋
書
』
阮
籍
伝
に
よ
る
故
事
で
困
窮
の
境
遇
や
士
官
の
道
を
得
な
い
こ
と
を
表
す
。
結
句
「
采
樵
」
は
薪
を
採
る
人
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
や
か
ま
し
い
俗
世
間
か
ら
離
れ
、
無
為
に
士
官
を
求
め
た
り
せ
ず
、
日
々
必
要
な
薪
を
採
り
な
が
ら
生
活
を
謳
歌
す
る
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
引
い
て
は
熊
阪
家
の
生
き
方
を
賞
賛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
こ
の
三
首
の
詩
で
は
、「
将
帰
」「
帰
路
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
熊
阪
家
の
詩
と
同
様
、
地
名
を
一
つ
の
〈
型
〉
と
し
て
詠
み
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
覇
陵
と
盤
谷
の
描
い
た
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
と
は
異
な
り
、
三
氏
の
詩
で
は
「
峻
阪
」、
「
羊
腸
自
ら
嶮
巇
」
と
阪
の
厳
し
さ
が
描
か
れ
て
い
た
。
他
に
も
「
峻
阪
遠
山
の
曲
」
（
有
馬
白
嶼
）、「
羊
腸
一
阪
を
経
」（
中
島
雪
楼
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
文
晁
画
で
（
熊阪台州編『永慕編』と『永慕後編』　─「二十境詩」の比較を中心に─
は
山
と
山
の
間
に
続
く
一
本
の
坂
道
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
周
俊
・
叔
翰
画
で
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
羊
腸
」
は
、
周
俊
・
叔
翰
画
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
点
、
熊
阪
家
の
詩
と
の
違
い
は
、
こ
の
場
所
が
「
山
屋　
塵
世
を
隔
つ
」（
山
根
泰
徳
）、「
喧
囂
を
避
く
」（
古
山
政
礼
）
と
、
隠
者
の
暮
ら
す
場
と
し
て
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
隠
者
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
樵
夫　
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
処
」（
源
義
豊
）、「
相
値
ひ
相
携
ふ　
隠
士
の
家
」（
増
山
正
賢
）
と
い
っ
た
詩
句
も
見
ら
れ
る
。
　
今
回
は
「
二
十
境
詩
」
中
の
二
例
を
取
り
上
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
諸
氏
た
ち
の
詩
に
お
い
て
は
「
龍
脊
巌
」「
将
帰
阪
」
と
も
に
〈
仙
境
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
諸
氏
た
ち
が
、
ま
だ
見
ぬ
二
十
境
は
ま
さ
に
仙
界
の
よ
う
な
理
想
郷
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
二
十
境
詩
の
他
の
場
所
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
結
び
に
　
熊
阪
台
州
が
二
十
境
詩
に
和
す
る
詩
を
全
国
の
諸
氏
に
求
め
た
こ
と
は
、
父
へ
の
大
孝
と
し
て
、
後
世
に
父
の
功
績
を
後
代
に
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
「
二
十
境
」
の
魅
力
を
全
国
に
知
ら
せ
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
全
国
の
諸
氏
た
ち
は
、
「
二
十
境
図
并
詩
」
を
読
ん
で
ま
だ
見
ぬ
二
十
境
に
思
い
を
馳
せ
、
熊
阪
家
の
詩
情
を
型
と
し
、
そ
の
情
景
を
新
た
に
描
き
出
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
十
境
は
全
国
の
諸
氏
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
い
わ
ば
名
所
と
し
て
権
威
づ
け
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
台
州
た
ち
の
描
い
た
二
十
境
は
、
実
景
に
忠
実
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ
彼
ら
の
想
像
の
中
で
作
り
上
げ
た
理
想
郷
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
詩
も
難
解
な
詩
句
や
典
拠
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
情
景
を
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
限
ら
れ
た
人
に
し
か
共
感
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
二
十
境
詩
の
名
所
化
の
限
界
が
あ
っ
た
だ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
安
永
・
天
明
期
ご
ろ
よ
り
中
央
の
文
壇
の
関
心
は
郊
行
詩
と
い
う
形
で
地
方
の
自
然
に
向
け
ら
れ
て
い
く
も
の
の
、
そ
こ
で
描
か
れ
た
の
は
南
宋
風
の
田
園
風
景
で
あ
っ
た（（1
（
。
そ
の
点
で
も
時
代
の
流
行
か
ら
外
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
台
州
た
ち
の
詩
に
共
感
し
た
全
国
の
諸
氏
に
よ
っ
て
、
確
か
に
「
二
十
境
」
が
名
所
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
台
州
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
考
え
る
。
　
本
文
の
引
用
は
『
永
慕
編
』『
永
慕
後
編
』（『
詞
華
集　
日
本
漢
詩
』
第
九
巻
、
汲
古
書
院
）
に
拠
る
。
ま
た
引
用
に
際
し
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
、
訓
読
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
私
に
改
め
た
所
も
あ
る
。
【
注
】
（
1
）　
小
林
敬
一
氏
『
詩
に
詠
ま
れ
た
景
観
と
保
全　
福
島
県
高
子
二
十
境
の
場
合
』（
西
田
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
①
に
は
、
小
林
氏
が
言
及
す
る
福
岡
大
学
図
書
館
蔵
本
、
樺
島
公
礼
旧
蔵
本
に
加
え
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
（
未
見
）
が
あ
る
。
（
（
）　
小
林
氏
（
注
1
）
書
に
よ
れ
ば
、
須
原
屋
嘉
助
「
口
上
」
お
よ
び
「
熊
阪
台
州
先
生
著
述
目
録
」
は
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
伏
黒
・
富
田
家
旧
蔵
本
お
よ
び
寛
政
十
三
年
に
崇
文
堂　
前
川
六
左
衛
門
の
求
版
本
に
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
（
（
）　
徳
田
武
氏
「『
吾
妻
鏡
補
』
と
熊
阪
台
州
・
盤
谷
」『
近
世
日
中
文
人
交
流
史
の
研
究
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
に
所
収
。
初
出
は
、『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
三
七
七
・
三
八
三
号
、
二
〇
〇
四
年
一
・
三
月
。
（
（
）　
小
林
敬
一
氏
「
永
慕
編
に
描
か
れ
た
「
高
子
二
十
境
」
の
情
景
の
読
解
―
周
俊
・
叔
翰
画
と
文
晁
画
の
読
み
と
り
を
通
し
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
集
』（
第
六
六
四
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
れ
ば
「
周
俊
・
叔
翰
画
は
伝
統
的
な
俯
瞰
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、（
中
略
）
視
覚
的
に
は
写
実
性
が
乏
し
い
が
、
記
号
の
意
味
作
用
と
し
て
は
地
形
の
状
況
や
場
所
の
意
味
な
ど
を
素
直
に
語
っ
て
お
り
、
そ
の
コ
ー
ド
（
規
約
の
体
系
）
が
わ
か
っ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
情
景
も
十
分
に
脳
裏
に
描
き
得
た
の
（
で
は
な
い
か
」
と
し
、
文
晁
は
遠
近
表
現
法
を
取
り
入
れ
、「
少
な
く
と
も
３
箇
所
は
実
地
で
の
ス
ケ
ッ
チ
に
基
づ
き
な
が
ら
描
き
直
し
た
が
、
他
の
多
く
は
、
詩
を
読
み
、
周
俊
・
叔
翰
画
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
喚
起
さ
れ
た
景
観
像
を
描
い
た
」
と
指
摘
す
る
。
な
お
、谷
文
晁
と
熊
阪
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、森
銑
三
氏
「
谷
文
晁
伝
の
研
究
」
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、
磯
崎
康
彦
氏
「
谷
文
晁
論　
二
．　
―
谷
文
晁
、
高
子
二
十
境
を
描
く
―
」『
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
』
二
一
号
、
二
〇
一
五
年
六
月
な
ど
を
参
照
。
（
（
）　
小
林
氏
（
注
1
）
書
に
同
じ
。
松
浦
丹
次
郎
氏
『
ふ
く
し
ま
伊
達
の
名
勝　
高
子
二
十
境
～
高
子
熊
坂
家
と
白
雲
館
文
学
』（
土
龍
舎
、
二
〇
一
二
年
）。
（
（
）　
小
林
敬
一
氏
「
名
勝
的
景
観
『
高
子
二
十
境
』
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
―
ス
ケ
ッ
チ
マ
ッ
プ
調
査
を
通
じ
て
み
る
理
解
と
理
解
を
阻
む
も
の
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
六
五
八
号
、
二
〇
一
〇
年　
参
照
。
（
（
）　
小
林
氏
（
注
（
）
論
文
に
同
じ
。
（
（
）　
磯
崎
氏
（
注
（
）
論
文
に
よ
れ
ば
、
王
維
の
二
十
景
は
植
物
名
が
多
い
の
に
対
し
、
『
永
慕
編
』
二
十
境
は
動
物
名
が
多
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
家
屋
の
あ
る
情
景
、
丘
山
の
情
景
、
泉
景
や
湖
景
、
園
景
、
柴
の
情
景
、
堤
や
坂
道
の
情
景
な
ど
に
お
い
て
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
（
（
）　
菅
野
宏
氏
「
白
雲
館
二
十
境
雑
記
」『
芸
文
福
島
』
一
号
、
一
九
八
〇
年
五
月
に
指
摘
あ
り
。
（
10
）　
現
在
で
も
、
福
島
県
伊
達
市
保
原
町
に
は
「
龍
脊
巌
」
と
い
う
地
名
が
残
る
。
（
11
）　
小
林
氏
（
注
1
）
書
、
一
〇
六
頁
。
（
1（
）　
熊
阪
家
三
代
の
「
唱
和
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、「
龍
脊
巌
」
で
の
押
韻
は
、
覇
陵
詩
は
入
声
陌
韻
（
脊
・
腋
）
で
あ
る
が
、
台
州
詩
は
下
平
声
先
韻
（
烟
・
仙
）、
盤
谷
詩
は
上
平
声
真
韻
（
人
・
鱗
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
で
厳
密
な
意
味
で
の
唱
和
と
は
言
え
な
い
が
、
内
容
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
句
を
意
識
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
（
1（
）　
松
浦
氏
（
注
（
）
書
に
同
じ
。
（
1（
）　
田
中
道
雄
氏
「
郊
外
散
策
の
流
行
―
新
し
い
場
と
し
て
の
自
然
」『
蕉
風
復
興
運
動
と
蕪
村
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
（
初
出
『
江
戸
文
学
』
三
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
六
月
）
な
ど
参
照
。
